
（別紙３）

～ 2026年1月

（対象者数） 12 （回答者数） 5

～ 2026年1月

（対象者数） 4 （回答者数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
活動室内だけでなく、公園などの外遊びも存分にできるよう
工夫する。

2
イベントを継続する。もっと利用するお子さんのことを知っ
ていただくことができる発信をおこなう。
利用者さんに関わる方を招待する。

3
アプリでの連絡のみに頼らず、対面や電話などでお話する機
会も継続する

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
不足する時間帯や曜日に働くことができる方々へ向けての求
人を強化する

2
事業所の外での活動を積極的におこない、地域の方々との出
会いを増やす。
利用者さんの個別ニーズから企画をおこなう。

3
相談員さんや他事業所の方と顔のみえる関係を築く。
事業所で開催するイベントへお誘いする。

○事業所名 チャイルドデイケアほわわ名古屋星ヶ丘

○保護者評価実施期間 2025年12月

○保護者評価有効回答数

2025年12月

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年3月10日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

地域の他事業所や医療機関との連携が不足している
ご家族との情報共有がおこなうことができているが、利用者さ
んに関わる他事業所や学校、医療機関と情報交換する機会が少
なく、支援方法の統一などに課題がある

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

土日・祝日、夕方の利用ニーズに応えることができていない
支援者は増えているが、土日祝日・夕方に勤務ができる職員の
確保に至っていない。

地域の大人との関わりは増えているが、子ども同士の関わりが
少ない

地域の保育園や利用者さんの居住地域での関わりについて企画
ができていない

姿勢や遊びの環境支援

ウレタンなどを用いて、一人ひとりに合わせた椅子を作成して
いる。
活動室内にはつり具などの遊具があり、身体の状態に合わせて
遊ぶことができる。

夏祭り、音楽会、クリスマス会、、ハロウィン、餅つきなどイ
ベントを通して、地域の方・ご家族と交流する機会を設けてい
る

地域の方に協力していただき、イベントを企画している

ご家族や職員間での情報共有を密におこなうことができている LINEWORKSアプリを使用し、情報共有を実施している

事業所における自己評価総括表公表
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